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研 究 課 題 19 世紀中葉のフランスにおける道徳・宗教教育の研究 
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概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

本研究では、とりわけ 19 世紀中葉のフランスにおける道徳・宗教教育について検討した。19
世紀フランスは世俗的な国家とカトリック教会という「二つのフランス」のヘゲモニー闘争

であったと整理されている。近年の教育史研究においては、国家の教会に対する勝利を強調

する制度史的研究に対する批判から、当時の民衆教育の実態を明らかにしようとする社会史

的研究が積み上げられている。こうした状況において、本研究では、上記の「二つのフラン

スと」とは異なる立場から 19 世紀フランス教育史にアプローチする。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

上記の課題に対して、具体的には「博愛主義者」と呼ばれる人たちの取り組みに注目して検

討した。国家や教会とは異なる私的なセクターがどのように民衆教育に影響を与えたのか。

とりわけ当時の農業コロニーの調査を通して、上記の問いに取り組んだ。結果として、具体

的には、いわゆるミシェル・フーコーが『監獄の誕生』で記述した「規律訓練」の諸特徴が

農業コロニーの教育実践において認められた。これまで、19 世紀フランスの教育は国家と教

会のヘゲモニー争いとして記述されてきており、なおかつ、教育史においては国家側の勝利、

いわゆる共和主義史観に沿った歴史記述が多く見られる。だが、ヘゲモニー争いの外側にお

いて、私的なセクターから後の福祉国家が有する特徴である「規律訓練」の特徴が認められ

ることは大変意義深い。本研究では、フーコーが用いなかった資料も含めて、当時の実態に

ついて詳細に検討した。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

今後はさらに対象を拡大して調査に取り組む必要がある。というのも、今回の調査では当時

の最大の非行少年更生施設としてのメトレー農業コロニーを中心に扱ったが、同時代にはフ

ランスはもちろん、近隣諸国においても同様の試みが広がっていた。それらはメトレーを模

範にしつつ、非行少年に対して農業を学ばせることにより更生させるという試みを行なって

いる。これらについても詳細に検討していくことで、当時の青少年に対する社会的な包摂に

ついての実態を明らかにすることができるのではないか。青少年の社会的な保護について、

公教育の誕生前夜に着目して検討することにより、公教育が揺らぎを見せる現代の教育状況

においても示唆を与えるものと考えられる。 
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